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2広報ここのえ　2019.７月号

　６月９日みつばこども園で開催された運動会に３歳から５歳まで
の園児133名が参加しました。かけっこやリレー、親子リズム、親
子玉入れなど園児と保護者の笑顔あふれる運動会になりました。

　６月７日に飯田地区体育館にて飯田こども園運
動会が開催され、０歳から５歳までの園児31名
が参加しました。たくさんの競技に参加したり、
保護者や小学生の競技を応援したり大盛り上がり
の運動会になりました。

飯田こども園運動会

みつばこども園運動会

地域にとどけ！地域にとどけ！地域にとどけ！
こども園運動会こども園運動会こども園運動会
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町からのお知らせ

今月の表紙

町からのお知らせ

東飯田地区の田んぼで６月23日に第１回どろんこ遊びが開催
されました。今回は、つなぐprojectを中心に約５年ぶりに開
催され、子どもから大人まで泥だらけになりながら楽しんでい
ました。さまざまな競技が催される中「子どもたちに諦めない
姿勢をみせよう」と大人の本気がぶつかり合っていました。表
紙の写真は、まさに「背中で語る大人たち」の姿の写真です。
県内外の多くの参加者の繋がりができ、みんなが笑顔になれる
１日となりました。

●日本脳炎予防接種の特例措置について　[P8]
●熱中症を予防しましょう　[P8]
●農業者年金の加入について　[P9]
●農地パトロール　[P9]
●国民健康保険被保険者証
　後期高齢者医療被保険者証について　[P10]
●放課後児童クラブ支援員募集　[P11]
●出張OITAえんむす部　[P11]
●「ここのえ学園基本計画」の取組について　[P12]
●シリーズ「障がい福祉」　[P13]
●国民年金広場　[P13]
●職員採用試験　[P14]
●ケーブルテレビ使用料減免申請　［P16］
●ふるさと祭り出演者募集　［P16］
●児童手当現況届［P16］

東京 2020オリンピック聖火リレー
　　　　　　　　　　　　 聖火ランナー募集

募集期間　2019年７月１日（月）から８月 31日（土）
公募人数　大分県内 22人
応募資格　①2008年４月１日以前に生まれた方
　　　　　②国籍・性別は問いません
　　　　　③大分県にゆかりのある方
　　　　　④第３者の推薦がある方
　　　　　※国会議員、地方公共団体の議員、首長などは
　　　　　　対象外となります
応募方法　大分県のホームページ又は九重町教育委員会窓口
　　　　　（役場 2階）の応募用紙よりご応募ください

お問い合わせ　東京 2020オリンピック聖火リレー大分県実行委員会
　　　　　　　（大分県企画振興部芸術文化スポーツ振興課内）
　　　　　　　郵便番号　870－8501
　　　　　　　住　　所　大分県大分市大手町３丁目１番１号
　　　　　　　電話番号　０９７－５０６－２０８５

▼
▼

▼
▼
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協働のまちづくり

簡素で美しい田舎をこれからも

　人口減少や少子高齢化という言葉が飛び交うようになり、九重町でも定住人口が１万人を
割り込みました。九重町では、今後どのようなことに取り組み、どのような未来を町民のみ
なさんと共に歩むのかを、第５次総合計画の策定に向けみなさんと一緒に考えていきます。
　今回はこれからの九重町の人口予想と現在の取り組み、そして町民のみなさんと想いを共
有する場についてご紹介します。　

　日本創成会議が示した消滅
可能性都市に、大分県内では
11の市町村が分類されてお
り、九重町もそのひとつで
す。
　左記の人口推計グラフは、
国立社会保障・人口問題研究
所が発表したもので、20年
後の2040年の日本の人口ピ
ラミッドとなっています。ま
た2040年の九重町の総人口
は約5,800人と予想されてい
ます。

http://www.ipss.go.jp/pp-zenkoku/j
/zenkoku2017/pp_zenkoku2017.asp

20年後の日本。そのとき九重町は。

コミュニティ

人口（万人）
資料：1965～ 2015年：国勢調査、2020年以降：「日本の将来像推計人口（平成 29年推計）」（出生中位（死亡中位）推計）

引用「日本の将来推計人口（平成
29年推計）」（国立社会保障・人
口問題研究所）



広報ここのえ　2019.７月号5

　広報ここのえ3月号（平成31年３月発行）
の特集で活動をお知らせした「町民が考える
九重町町づくり会議」は、今年度は6月に、
「九重町将来像検討委員会」との意見交換会
を実施しました。今後も、九重町の20年後
のあるべき姿について意見交換を行っていき
ます。
　また、町内の地域団体にも九重町の将来に
ついて会議を行っている団体があります。東
飯田公民館で行われた会議では、集まった
方々が九重町のいいところや課題、あってほ
しいものについて話していました。九重町の
明るい未来のためにみなさんの想いを共有し
ましょう。

■地域と町長のまちづくり懇談会
　まちづくり（地区）協議会や区長会が町長
と行う懇談会です。
　地域の意見や課題を共有し、九重町の方針
や政策に反映させるもので、毎年、地域から
の質問や意見、提案をもとに町長、副町長、
担当課長との活気ある懇談会となっていま
す。今後もまちづくり（地区）協議会や区長
会と意見交換を重ねていきます。

■九重町将来像検討委員会
　九重町将来像検討委員会とは、少子化によ
る急速な人口減少と高齢化という未曽有の危
機を加味したうえで、20年後の九重町の将
来像、及びあるべき姿を調査研究している若
手職員を中心に構成されたプロジェクトチー
ムです。第５次総合計画の策定を視野に、人
口減少下において更新時期を迎える公共施設
について、何を残し活かすのか、行政サービ
スの供給体制を将来の人口構成に合わせ、最
適化するための諸問題に取り組んでいきま
す。

■地域と未来を創造する懇談会（みらいナビ）
　九重町内の各種団体と町長によって行われる
懇談会です。各種団体の課題を共有し、活用で
きる制度の紹介等も行っています。
　今年度は６月に筋湯女将の会のみなさんと懇
談会を行いました。観光地として今後どのよう
なことに取り組むべきか、またどのように取り
組んでいきたいかを意見交換しました。今後も
地域の活性化のために各種団体と未来を創造し
ていきたいと思います。

　九重町では、みらいナビへの参加団体を
募集しています。九重町への想いや、これ
からの課題を共有し、これからの九重町を
一緒に考えていきましょう。
　詳細は、企画調整課（☎76-3807）ま
でお問い合わせください。

対象：九重町内の各種団体

九重町のいまを考える。

地域とつくる九重町。

今わたしたちにできること。

６月26日に東飯田公民館で行われた九重町の将来につ
いての会議では、東飯田公民館に立ち寄った方が記入し
た九重町への想いをもとに話し合いが行われました
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まちの話題

　６月８日に、東飯田公民館落成式が行われま
した。出席者には、みんなが集えるやさしい施
設となった館内図が掲載された、案内パンフ
レットが配布されました。
　式典後は東飯田地区まちづくり協議会主催
で、コピーライターの吉田寛氏による「地元で
元気にくらそうぇ～なしかのこころ～」の記念
講演が行われました。

講演者　コピーライターの吉田寛氏

東飯田公民館落成式8
6

　ＪＡ九重町飯田の花卉部会の生産者から、町
長にカスミ草とバラの花束が贈られました。
　６月は父の日ということで毎年プレゼントさ
れています。今年も色とりどりの可愛らしいカ
スミ草と鮮やかで美しいバラの花束に町長も笑
顔になっていました。

（左から）高石勝明副部会長、日野町長、中村康部会長、
加藤展秋副部会長

彩る花束の贈り物17
6

　九重町保健福祉センターの駐車場にて、交通
安全死亡事故ゼロ1000日達成記念式典が開催
されました。
　式典では、中学生による安全宣言や警察部隊
の出発式が行われ、死亡事故ゼロ2000日に向
けてのパトロールに出発しました。
　九重町の死亡事故ゼロ2000日に向けて交通
安全に取り組みましょう。

安全宣言をするここのえ緑陽中学校３年生熊谷悠斗さん

死亡事故ゼロ1000日達成！18
6

　５月26日と６月１日に日田市で行われた、
第29回日田信用金庫旗争奪日田市玖珠郡少年
野球大会において、優勝した東小パイレーツ少
年野球団が優勝報告に訪れました。この大会で
九重町のチームが優勝するのは初めてのこと
で、子どもたちはとても嬉しそうでした。東小
パイレーツのみなさんおめでとうございます。

優勝報告に訪れた東小パイレーツのみなさん

輝くスーパーキッズ！20
6

くまがいゆうと

たかいしかつあきよしだかん なかむらやすし

かとうのりあき
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　近年、自然災害が多くみられるため人員移動
手段として、九重町と九重観光サービス株式会
社が災害協定を結びました。この協定は、災害
時における、被害者やボランティアの輸送に関
する業務を支援するものです。

大規模災害の災害応急・復旧活動等を円滑に実施す
るため事業者（民間企業）や団体、他の自治体と行
政（九重町）の間で締結する協定

（左から）日野町長、吉光一幸代表取締役

町民を守る地域の輪20
6

　第50回日本少年野球選手権大会に出場が決
まった京築ボーイズが、町長に出場報告に訪れ
ました。京築ボーイズに中学１年から所属し、
投手兼外野手で４番バッターとして活躍してい
る寺村虎都さんは「全国大会で一つでも勝利で
きるよう頑張ります」と決意を述べました。

ここのえ緑陽中学校 3年生の寺村虎都さん（写真中央）
は学校が終わってから福岡に通い練習を重ねています

一振一投に「全力」で全国へ！1
7

　広報ここのえの音訳活動をしているボラン
ティアグループ「かっこうの会」の20周年記
念式典が開催されました。会員の方々は「誰か
の力になりたい」「ささやかなお手伝いをした
い」という想いから活動を続けています。今後
も九重町と町民一人ひとりを言葉でつなぐた
め、声に夢と希望をのせ発信されます。

かっこうの会の会員 9名と九重町社会福祉協議会会長、
九重町ボランティア協議会会長、九重町社会福祉協議会
ボランティア担当職員のみなさん

祝20周年「言葉のかけはし」20
6

　第69回“社会を明るくする運動”のメッセー
ジ伝達式が九重町役場で行われました。
　玖珠保護区保護司会会長の菅優一郎さんか
ら、“社明”運動玖珠郡推進委員長の日野町長と
副委員長の宿利玖珠町長に、安倍内閣総理大臣
と広瀬大分県知事からのメッセージが伝達され
た後、くす星翔中学校とここのえ緑陽中学校で
街頭キャンペーンが行われました。

ここのえ緑陽中学校の生徒に、朝のあいさつとともに啓
発グッズが渡されました

第69回“社会を明るくする運動”1
7

災害協定

豊前市を活動拠点とする中学生の硬式野球クラブ
京築ボーイズ

とらつ

けいちく

かずゆき
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　日本脳炎は、ブタなどの体内で増えたウイルスが蚊によって媒介され感染します。感染すると高
熱、けいれんなどの症状を示す急性脳炎になります。日本脳炎を予防するため、平成17年から平
成21年度に積極的接種推奨の差し控えにより接種機会を逃した方々に、接種が確保されていま
す。必ず母子手帳で接種歴をご確認の上、接種してください。

日本脳炎予防接種措置について
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　熱中症は気温等の環境条件だけでなく、体調や暑さに対する慣れ等が影響して起こります。室外
だけでなく室内で何もしていないときでも発症し、場合によっては死亡することもあります。熱中
症について正しい知識を身につけ、自分や家族の体調の変化に気をつけましょう。

●熱中症の症状
　（軽症）めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、気分が悪い
　（中症）頭痛、吐き気、嘔吐、からだのだるさ、いつもと様子が違う
　（重症）返事がおかしい、意識がない、けいれん、からだが熱い
●予防方法
　＜室内＞
　・クーラーや扇風機で室温28℃以下、湿度70％以下にする。
　・すだれや遮光カーテンで日差しを遮り、風通しをよくする。
　・日中の暑い時間帯は、外出を控えるようにする。
　＜室外＞
　・日傘や帽子の着用を心がける。
　・こまめな休憩と水分補給をする。
　・運動をするときは水分補給だけでなく塩分補給もする。
●からだの蓄熱を避けるために
　・通気性、吸湿性、速乾性のある衣類を着用する。
　・保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、からだを冷やす。

熱中症を予防しましょう！
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

■ 対 象 者　　①平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの方
　　　　　　　　 20歳になるまでの間、全４回のうち不足している回数を接種できます。
　　　　　　　 ②平成19年４月２日～平成21年10月１日生まれの方
　　　　　　　　 ７歳６カ月に至るまでの間に、第１期の３回接種を完了できなかった場
　　　　　　　　 合での、不足している回数を第２期の対象年齢（９歳以上13歳未満）の
　　　　　　　　 間に接種できます。
■ 接種費用　　無料
■ 接種場所　　大分県内の医療機関　※要予約
■ 必要な物　　①母子健康手帳　②予診票
■ 接種間隔　　保健福祉センターまたは医療機関へお問い合わせください。
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農業者年金に加入しませんか
●お問い合わせ　農業委員会　☎７６－３８０５

　農業者年金は、20歳以上60歳未満の国民年金第1号被保険者で、年間60日以上農業に従事して
いる人はどなたでも加入できる、農業者のための公的な積立年金です。

農地パトロール（利用状況調査）を実施します
●お問い合わせ　農業委員会　☎７６－３８０５

　遊農地等の実態把握と発生防止・解消対策・農地の違反転用防止対策として今年も町内全域の農
地パトロールを実施します。実施期間は令和元年８月～10月です。
　身分証をつけた農業委員・農地利用最適化推進委員が調査を行い
ます。確認のため農地内に立ち入ることもありますが、ご理解とご
協力をよろしくお願いします。

農地転用等についてのお願い
　農地を売買したり、農地以外（宅地や駐車場、太陽光発電施設など）の目的で利用する農地転用
を行うには、農地法に基づく手続きと許可が必要です。
　農地法の許可を得ずに行った売買契約は無効となるほか、無断で農地を転用した場合は農地法の
規定により罰則が適用されます。詳しくは、農業委員会までご相談ください。

●保険料を選択できます
　保険料は、月額2万円～6万7千円
まで千円単位でいつでも保険料を見
直すことができます。

●税制面でメリットがあります
　保険料は、1人あたり上限を80万
4千円として、社会保険料の控除の
対象となります。

●終身年金で80歳まで保証付き
　原則65歳から生涯受け取ること
ができますが、80歳前に亡くなら
れた場合でも80歳までに受け取れ
るはずであった金額を死亡一時金と
して遺族の方が受け取れます。

●認定農業者などの一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります
①60歳までに保険料納付期間が20年以上見込まれること。
②必要経費控除後の農業所得（配偶者、後継者の場合は支払いを受けた給料等）が年間900万円
以下であること。
③上表の区分のいずれかに該当する人。

1
2
3

4

5

認定農業者で青色申告者
認定新規就農者で青色申告者

国庫補助率補助対象者 35歳未満 35歳以上

区分１または２の者と家族経営協定
を締結して経営に参画している配偶
者または後継者

認定農業者または青色申告者のいず
れか一方を満たす者で３年以内に両
方を満たすことを約束した者

35歳まで（25歳未満の者は10年以
内）に認定農業者で青色申告者とな
ることを約束した後継者

区
分

10,000円
（５割補助）

6,000円
（３割補助）

6,000円
（３割補助）

４,000円
（２割補助）

※その他の詳細な要件はお問い合わせください
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●新しい被保険者証を送付します
　現在お持ちの被保険者証は、7月末で有効期限が切れます。８月以降は新しい被保険者証をご
使用ください。

●限度額適用認定証等の申請を受け付けます
　　外来や入院時に自己負担限度額を超えるような場合、「限度額適用認定証」もしくは「限度額
適用・標準負担減額認定証」を医療機関に提示することで、医療費が限度額までの負担になりま
す（限度額適用・標準負担額減額認定証は入院時の食事代も減額されます）。

・新しい被保険者証は７月中旬に、住民課から書留郵便にて郵送します。
・受け取ることができなかった方は８月１日以降に住民課でお受け取りいただけますので、①本人確認がで
きるものと②印鑑を持参してください。

●後期高齢者医療保険料額決定通知書等の送付について
　　令和元年度の保険料が決定しましたので、７月中旬に決定通知書等をお送りします。保険料の
納め方については、通知書の「期別保険料額」をご覧ください。

・８月１日から有効の「限度額適用認定証」等の申請は８月１日以降にお願いします。
・70歳以上の方は、限度額認定証を作る必要がない場合がありますので、事前にお問い合わせください。
・後期高齢者医療被保険者の方で現在「限度額適用認定証」もしくは「限度額適用・標準負担額減額認定
証」をお持ちの方で、令和元年度も該当する方は７月中旬に新しい証を送付しますので手続きはありません。

●非自発的失業者の減免について
　　非自発的に失業した方は、申請により保険料が減免される場合がありますので、国民健康保
険の方は住民課、後期高齢者医療の方は後期高齢者医療広域連合までお問い合わせください。

「特別徴収額」の欄に保険料額が記載
その月の年金から差し引かれます。

「普通徴収額」の欄に保険料額が記載
その月の納期限までに納付書等で保険料
を納めていただくようになります。ただ
し、口座振替申請をされている方は、通
知書に記載している金融機関から振り替
えさせていただきますので、手続きは必
要ありません。

国民健康保険被保険者証・後期高齢医療被保険者証をお持ちの方へ
●お問い合わせ　住民課（後期高齢者医療担当）　☎７６－３８０２
　　　　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771

国民健康保険
新しい保険証は水色
有効期限は令和 2年 7月 31日

▼
▼

後期高齢者医療
新しい保険証は桃色
有効期限は令和 2年 7月 31日

▼
▼

年　　齢

0～ 70歳の方

70歳以上の方、
後期高齢者医療保険加入者

限度額証を作ることができる方

全員

非課税世帯の方
現役並み所得者Ⅰ・Ⅱ区分の方

作る必要のない方

現役並み所得者Ⅲ区分の方、
一般区分の方

▼
▼

納期
（月）

普通徴収の
納　期　限

４月
５月
６月
７月
８月
９月

保険料額
特別徴収額 普通徴収額

・
・

通知書に記載
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放課後児童クラブ支援員等を募集しています！
●お問い合わせ　子育て支援課　☎７６－３８２８

　九重町では５カ所で放課後児童クラブの活動が行われています。現在、約180名の児童が放課後
児童クラブで放課後を過ごしており、そのうち３カ所の放課後児童クラブで子どもたちが、心身と
もに育っていくよう、様々なお世話をしていただける支援員等を募集しています。

　大分県が設置した「OITAえんむす部出会いサポートセンター」では、会員制のお見合い型婚活
を行っています。7月下旬より県内５カ所で「出張えんむす部（予約制）」を開催し、お住まいの
近くで会員登録などをご利用いただけます。詳細は、サポートセンターのホームページで随時掲載
の予定です。（サポートセンターＨＰ⇨ http：//oita-enmusubu.com）

　九重町では、民間団体が行うお見合いサポート事業に町内の独身者が入会や参加を行う際に補助金を交付
しています。九重町民だけが受けることのできるお得な補助金となっています。詳細は企画調整課までお問
い合わせください。

■募集要件　児童の健全育成に熱意があり、室内外での遊び等の活動や指導が可能な方。年齢、性別不問。
　指 導 員：放課後児童支援認定資格研修を修了した方、保育士、社会福祉士、幼稚園教諭、小中高等学校

教諭免許等の資格をお持ちの方、高等学校卒業者で２年以上放課後児童クラブ等に従事した
方。

　補 助 員：学歴、資格、経験の有無は問いません。
■勤務時間　交代制勤務　※具体的な勤務時間は、各クラブにご相談ください。
　　　　　　平日（月～金）…放課後～午後６時
　　　　　　土曜日、長期休暇中（夏・冬・春休み）…午前８時～午後６時
■時　　給　900円～1,000円
■募集人数　各クラブ若干名

野上地区放課後児童クラブ
野矢坂上地区放課後児童クラブ
飯田地区放課後児童クラブ

旧木の葉保育園内
野矢坂上公民館内
飯田小学校内

☎０９０－５７４７－３１６９
☎０８０－１５３８－８０６９
☎０８０－１５３３－６４３９

放課後児童クラブ名 実施場所 連絡先※平日午後 3時～ 6時まで
（放課後児童クラブ専用携帯電話）

※申込み、内容等の詳細は、上記の各クラブへお問い合わせください。

出張OITAえんむす部はじめます！
●お問い合わせ　企画調整課　☎７６－３８０７
　　　　　　　　OITAえんむす部　☎097-578-7777

　対　象　者　　20歳以上概ね40歳代までの結婚を希望する独身の方で、
　　　　　　　　大分県内にお住まいの方など
　入会登録料　　10,000円／２年
　開催市町村　　日田市：７月21日・宇佐市：７月28日
（初回開催日）　竹田市：８月４日・佐伯市：６月11日・国東市：８月25日
　　　　　　　　※以降、ひと月に１回程度開催されます。

▼
▼

▼

九重町民はお得に参加できるって本当？

現在、県内の 1000人程の方の登録があります。是非出会いのきっかけの一つとしてみませんか？
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「ここのえ学園基本計画」の取組も３年目を迎えました！
●お問い合わせ　九重町教育委員会　☎７６－３８３４

　５月から、「ここのえ学園基本計画」に基づいた取組がスタートしました。今回は連携を中心と
した２つの取組を紹介します。

　１回目の集合学習は社会見学で吉野ヶ里遺跡に行き、遺跡の見学や勾玉作りを行いました。子ど
もたちはオリジナル勾玉を熱心に作っていました。

小学校６年生の集合学習

　小学生がこども園を訪問し、小学生と園児の「つながり学習」を行いました。小学校ごとに内容
を工夫し、楽しく交流することができました。読み聞かせやゲームをして仲良くなることができ、
子どもたちの「つながり」ができました。

　小学校６年生の合同修学旅行と中学校体験入
学、小学校５年生の集合学習（合同社会見学を含
む）と「スポーツ鬼ごっこ」での交流、「つなが
り学習」などを予定しています。また、各学校で
の「ここのえ学（九重町や校区のことについて学
ぶ）」については年間を通して行っています。

「つながり学習」

今後の予定

　ここのえ緑陽中学校での集合学習では、外国語活
動と体育（バレーボール）の授業を行いました。い
つもと違う中学校の教室でも子どもたちは積極的に
取り組んでいました。
　また、今年度から中学校の英語教員が小学生の外
国語活動の授業を教えることになり、これまで以上
に中学校へのつながりを意識した学習ができるよう
になりました。

　今年も教職員の健康増進と休暇取得促進（働
き方改革の一環）を目的として、お盆期間の学
校閉庁を行います。8月13日（火）～8月15日
（木）が閉庁期間です。皆さまのご理解とご協
力をお願いします。
　なお、閉庁期間中の緊急連絡先は、教育委員
会（☎76-3812）となります。

お知らせ
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●と　き　８月 28日（水）午前 10時～午後 3時
●ところ　九重町役場 1階 102 会議室
※予約が必要ですので、日田年金事務所までご連絡ください

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、納付猶予、学生納付特例の承認を受
けられた期間がある場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（65歳から受けられる年
金）の受け取り額が少なくなります。
　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、免除等これらの期間の保険料については、10年
以内であれば遡って納める（追納）ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して3年度目以降の追納の場合、当時
の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。
　追納は、古い月のものから納付することとなりますが、次の点にご注意ください。

●一部免除を受けた期間は、納付すべき保険料が納付されていなければ追納はできません。
●「法定免除・申請免除期間」が「納付猶予・学生納付特例期間」より先に経過した月分である場
合は、どちらを優先して納めるか本人が選択できます。

８ 月 の
年金相談

国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ
国民年金広場

●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　日田年金事務所　☎0973-22-6174

※追納のお申込を希望される方、またはご相談については、お近くの年金事務所までお願いします。

「障がい者相談員」へ相談してみませんか

　障がい者相談員とは、主に市町村から委託され地域で身体的または知的に障がいのある人の相談
などに応じます。障がいのある方の福祉の増進を図るべく、障がいのある方やその家族からの相談
に応じ、必要な支援を行う一般の協力者です。

　具体的には、電話や訪問により、障がいのある方の生活上のさまざまな相談に応じ、必要な制度
の活用支援や、行政や関係機関とのパイプ役になったり、協力したりします。
　九重町障がい者相談員に関することは、健康福祉課までお問い合わせください。　

●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』

50

行政や関係機関
相談者相談員
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ここのえ× 君＝

10.20.Sun
九重町職員採用試験
第１次試験

試験日　10月20日（日）
　　　　午前10時～午後１時35分
　　　（休憩：正午～午後１時15分）

場　所　大分東明高等学校
・教養試験（５選択一筆記試験／40問120分）
・職場適応性検査（120問20分）

申込書受付期間

7月29日（月）～9月6日（金）
（平日の午前８時30分～午後５時）
※時間厳守
※郵送（簡易書留）の場合は９月６日必着

職　　種

●一般行政職
　（高卒程度、大卒程度）
●保育教諭
●建築技師
●土木技師

お問い合わせ

詳細は、九重町役場総務課（☎76－3800）
にお問い合わせ、または九重町ＨＰをご覧
ください。

職員採用試験ページ

▲
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採用職種及び受験資格

その他受験資格（共通事項）

申込書の配布場所

請求先住所

●一般行政職（高校卒業程度）・・・若干名
　・平成７年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた人。

●一般行政職（大学卒業程度）・・・若干名
　・大学卒業程度の学力を有する人で、平成２年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づ
く大学（短期大学を除く）を卒業又は令和２年３月31日までに卒業見込の人。

●保育教諭・・・１名
　・平成７年４月２日以降に生まれた人で、保育士資格及び幼稚園教諭の資格を有する人又は令和
２年３月31日までに資格を取得見込の人。

●建築技師・・・１名
　・昭和60年４月２日以降に生まれた人で、高等学校又は大学等において建築科の専門課程を修
了した人（令和２年３月31日までに修了見込の者を含む）又は高卒以上の建築の専門的知
識・技能を有する人。

●土木技師・・・２名
　・昭和60年４月２日以降に生まれた人で、高等学校又は大学等において土木科の専門課程を修
了した人（令和２年３月31日までに修了見込の者を含む）又は高卒以上の土木の専門的知
識・技能を有する人。

●身体的条件　・身体的条件は特にありません。

●国　　　籍　・日本国籍を有しない人も受験できます。ただし、日本国籍を有しない人の任用
にあたっては、「公権力の行使又は公の意思の形成への参画に携わる職に就け
ない」という公務員の基本原則に沿った任用が行われます。

●そ　の　他　・地方公務員法第16条の規定により地方公務員となることができない人。
　　　　　　　・令和２年４月１日の採用に応じられる人。

■窓口の場合　総務課（役場２階）、各地区公民館に備え付けています。
■郵送の場合　①封筒の表に、「試験申込書請求」と朱書きしてください。
　　　　　　　②封筒には、返信用封筒を同封してください。返信用封筒は角型２号封筒を使用

し、140円切手を貼り、郵便番号・住所・宛先を明記の上、受付期間に間に合
うように請求してください。

〒879-4895　大分県玖珠郡九重町大字後野上８－１
九重町役場　総務課　行政グループ職員採用試験担当行き
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　減免対象条件に該当する世帯（※法人は対象外）は、ここのえケーブルテレビの月額使用料
1,080円が全額免除もしくは半額免除（540円）されます。
　減免対象　平成31年度住民税非課税世帯であることが必須条件です。
住民税非課税世帯とは
　その世帯の全員に住民税が課税されていない世帯。未申告者が世帯にいる場合は対象外。

ここのえケーブルテレビ月額使用料の減額申請を受け付けます
●お問い合わせ　危機管理情報推進課　☎７６－３８０１

平成 31年度住民税非課税世帯で、下記の条件を満たす場合 生活保護世帯

半額免除

全額免除
①～③のいずれかの手帳保持者がいる場合
　①療育手帳（Ａ判定）
　②精神障害者保険福祉手帳（１級）
　③身体障害者手帳（1､2級）

半額免除
④または⑤を満たす世帯
　④世帯員全員が75歳以上の世帯
　⑤下記のいずれがの手帳保持者がいる世帯
　　・療育手帳（Ｂ判定）
　　・精神障害者保健福祉手帳（2、3級）
　　・身体障害者福祉手帳（3～6級）
　　・戦傷病者手帳　・被爆者健康手帳

申請方法　申請書を危機管理情報推進課（役場２階）まで提出してください。
　　　　　（申請書類は、危機管理情報推進課窓口または九重町のホームページからダウンロード）
減免期間　1年間（令和元年８月分から翌年７月分）
　　　　　※新規申請をされる方は、申請期間は7月1日（月）からです。また、減免の適用は申請を
　　　　　　した月の翌月からの適用となります。
注意事項　審査の結果、減免にならない場合がありますので、あらかじめご承知ください。

　第25回九重ふるさと祭りのメインステージ
出演者を募集します。募集締切りは８月１日
（木）となっています。
　募集に関する詳細は、九重町のホームページ
をご覧になるか、役場企画調整課のふるさと祭
り実行委員会までお問い合わせください。

■と　き　10月19日(土)・20日(日)
■ところ　保健福祉センター前駐車場
■締切り　令和元年８月１日（木）

ふるさと祭りメインステージ出演者募集
●お問い合わせ
　　企画調整課　☎７６－３８０７

　６月以降に、児童手当等を受けるには、現況
届の提出が必要です。
　現況届は、児童手当の受給資格を確認するも
ので、現況届の提出がない場合は児童手当の受
給ができなくなります。
　児童手当を受給している方全員に、提出の必
要があります。現況届の提出期限が６月28日
（金）までとなっていましたが、まだ提出がお
済みでない方は、早急に手続きをお願いしま
す。

児童手当現況届の提出はお済みですか？
●お問い合わせ
　　子育て支援課　☎７６－３８２８

●提出場所
　　子育て支援課
　　（役場１階）●ふるさと祭り実行委員会

　　企画調整課（役場２階）

※締切り後に実行委員会で
　書類選考を行います。
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人権

No.276心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

　去る６月27日、今年もなるほど“ザ”人権講座が始ま
りました。28年前に「部落問題」について考えること
から始まったこの講座。受講生は、こども園・小・中
PTAの保護者37名で、全５回の講座を通して学習を深
めていきます。今年度も、講座内容や受講生の声など
を、この「心の扉」のコーナーで紹介させていただきま
す。
　「部落差別は、今も続いているのか？」という疑問
が、受講者より出されました。人権講座実行委員の佐藤
明郎さんより「部落差別で苦しんでいる人がいる、命を
落としている人もいるという現実を受け止めてほしい」
「ネットを使った差別など、表に差別が出なくなった、
見えにくくなっただけ」と語っていただきました。

　「部落差別は、なぜ、なくならないのか？」という疑
問も出されました。まず、疑問に思うことから始まった
第１回目の講座を、受講者がしっかり受け止め、全５回
の講座で解決に向けて学習に励みます。
　講座の後半には、「そんなの気にしない―同和問題
―」と題したDVDを見た後、グループ討議も行いまし
た。講座終了後に、本日感じたことについてアンケート
を書いていただき、以下のような記述がありました。

（一部抜粋）
・「人権とは、誰もが幸せになろうとする権利」という
佐藤さんの言葉が心に残っています。
・差別されることのつらさは、子どもが受けたいじめを
通じて少なからずともわかります。
・実際に苦しんでいる人がいるのならば学習して差別を
なくしていく努力をする必要があると思いました。
・DVDでは、差別を受けていると告白した友人に対し
て、「気にしないよ」と言った言葉が相手を傷つけて
しまったことが印象的でした。
・自分の前に同じような友人がいたら、私はどう行動で
きるか、どう次の世代に教えていくか、これから回数
を重ねて勉強していきたい。
・グループで話すことで、いろいろな意見・考えをきく
ことができて、自分も考えさせられるよい機会だと思
いました。

　紙面の都合上、詳細について掲載することができませ
んが、ご質問等がございましたら、社会教育課（☎76
－3823）までお問い合わせください。

2019年 第１回なるほど “ザ”人権講座

　今年も梅雨の季節がやって来ました。5月、6月
は全くと言ってよい程雨は降らず、田植えが出来な
い地域もあると聞いていたので、困った自然現象だ
と思っていましたが、6月の終わりになってようや
く梅雨入りとなりました。しかしながら一方で、梅
雨入りして直ぐに大雨警報が出る状況になり、被害
が出なければと心配する日々を過ごしています。
　近年では、平成28年熊本大分地震や集中豪雨、
平成29年の九州北部豪雨、平成30年の西日本豪雨
や台風の襲来などで、全国のあらゆる場所で大きな
被害が出ています。人命の尊さは言うまでも在りま
せんが、一人では不安になり行動することが出来ま
せんので、共助の精神で助け合うことが大切です。

災害の危険性がある場合には避難情報を出しますの
で、隣近所で声掛けをしながら早めの避難を心掛け
ましょう。突然の状況では判断に迷いが生じる事も
ありますので、日頃からの訓練も必要です。既に、
区長会やまちづくり協議会、消防団などが避難訓練
に取り組んでいる地域もあり、それぞれの地域ごと
でも構いませんので、避難訓練に取り組んでください。
　また、町内には、玖珠郡災害ボランティアネット
ワーク協議会に所属している団体もあります。災害
時には、九重町社会福祉協議会を中心に様々な団体
と共に災害対応がなされるため、常に横の連携を深
めておくことが大切です。
　こうした取り組みを充実するためには、地域づく
り、関係づくりが重要です。地域づくりは人づく
り、人づくりは教育からとも言います。学校教育や
社会教育は、地域づくりの循環にも繋がります。こ
れは、災害前や災害時、災害後にも同じことが言え
るのではないでしょうか。第４次総合計画のテーマ
である「住民との協働＝簡素で美しい田舎（コミュ
ニティ）づくり」は、人と人との繋がりからでき
る、人づくりの大切な意味があると考えています。
皆さん、一緒に考えてみませんか。

九重町長　日野 康志

Vol.３

とびらをあけて

町 長コラム

（なるほど “ザ” 人権実行委員会、九重町教育委員会による共催）
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ふるさとの
 文化財探訪

第62回

狩
猟
関
連
地
名
（
上
）

地
名
に
つ
い
て
（
５
）

文
化
財
調
査
員
　
甲
　
斐
　
素
　
純

　
旧
田
野
村
は
湯
坪
村
と
共
に
飯
田
高
原
の
一
角
を
占
め
、
九
重
町
内
に
お
い
て
も
山

村
部
に
位
置
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
古
く
か
ら
動
物
が
数
多
く
生
息
し
、
狩
猟
で
生
計
を

立
て
る
人
々
も
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
大
字
湯
坪
の
筋
湯
に
は
、
寛
政
十
二
年
（
一

八
〇
〇
）
の
「
供
養
狼
猪
鹿
数
千
五
百
疋
」
や
、
鉄
砲
名
人
の
伝
説
も
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
の
村
々
の
状
況
を
適
格
に
把
握
で
き
る
書
物
に
、
村
の
明
細

帳
・
村
鑑
帳
類
が
あ
る
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
村
ご
と
の
「
村
勢
要
覧
」
と

も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
各
時
代
ご
と
に
、
こ
れ
ら
の
帳
簿
類
が
、
各
村
々
か
ら
日

田
の
代
官
所
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
九
重
町
内
で
は
、
右
田
村
・
上
旦
村
・
下

旦
村
・
田
野
村
・
見
良
津
村
・
粟
野
村
に
、
そ
れ
ぞ
れ
数
種
の
帳
簿
が
の
こ
っ
て
い
る
。

　
田
野
村
の
『
延
享
三
年
寅
正
月
、
銘
細
帳
、
豊
後
国
玖
珠
郡
田
野
村
』
に
よ
る
と
、

　
　
小
物
成　
　
一
銀
弐
拾
七
匁
三
分
八
厘　
小
物
成
定
納

　
　
　
　
　
　
　
　
内

　
　
三
匁
三
分
八
厘　
　
茶
漆
柿
栗
桑
定
納

　
　
弐
拾
四
匁　
　
　
　
鉄
砲
六
挺
御
運
上
役
定
納

　
　
　
　
　
　
　
此
わ
け

　
　
　
壱
挺　
玉
目
三
匁
四
分　
　
持
主　
八
兵
衛

　
　
　
〃　
　
玉
目
三
匁
壱
分　
　
〃　
　
太
左
エ
門

　
　
　
〃　
　
玉
目
三
匁
三
分　
　
〃　
　
作
兵
衛

　
　
　
〃　
　
玉
目
三
匁
三
分　
　
〃　
　
五
兵
衛

　
　
　
〃　
　
玉
目
三
匁　
　
　
　
〃　
　
磯
右
エ
門

　
　
　
〃　
　
玉
目
三
匁
三
分　
　
〃　
　
市
助

　
　
右
者
、
元
和
七
酉
年
石
川
主
殿
頭
様
御
支
配
之
節
・
御
運
上
納
仕
来
申
候

と
あ
る
。

　
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
よ
り
一
二
五
年
前
の
、
元
和
七
年
よ
り
の
田
野
村
の
鉄
砲
所
有
者
名
と
そ
の

玉
目
の
寸
法
、
大
き
さ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

玉
目
の
太
さ
に
よ
っ
て
、
小
物
成
（
雑
税
）
と
し
て
の
鉄
砲
の
運
上
金
額
が
異
な
っ
て
い
た
。
茶
・
漆
・

柿
・
栗
・
桑
の
運
上
よ
り
、
は
る
か
に
多
額
の
小
物
成
（
一
種
の
税
金
）
を
納
め
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ

相
当
の
動
物
が
田
野
村
周
辺
で
捕
獲
さ
れ
、
そ
の
肉
や
皮
が
金
銭
に
か
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
大
字
湯
坪
筋
湯
に
、
通
称
「
失
湯
原
」
と
い
う
所
の
旧
道
沿
い
に
、
寛
政
十
二
年
（
一
八

〇
〇
）
の
「
供
養
狼
猪
鹿
数
千
五
百
疋
」
と
題
す
る
「
鳥
獣
供
養
塔
」
が
あ
る
。
県
下
で
も
通
称
こ
の
種

の
千
匹
塚
は
そ
う
多
く
な
く
、
湯
布
院
町
の
山
石
原
の
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
建
立
の
禽
獣
供
養
塔

（
市
指
定
文
化
財
の
三
基
の
供
養
塔
）
や
日
田
市
源
栄
町
市
木
な
ど
に
あ
る
く
ら
い
で
、
大
変
稀
ら
し

い
。
飯
田
高
原
は
無
論
、
山
村
で
あ
る
町
内
全
域
に
お
い
て
、
多
く
の
狩
猟
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
ゆ
え
に
関
連
地
名
も
多
く
残
っ
て
い
る
。

　
筋
湯
の
供
養
塔
に
は
、
他
に
み
ら
れ
な
い
「
狼
」
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
町
内
奧
郷
の
時
松
家
に

は
、
こ
の
オ
オ
カ
ミ
の
下
顎
骨
そ
の
他
歯
牙
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
鑑
定
の
結
果
正
し
く
ニ
ホ
ン
オ
オ

カ
ミ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　
詳
し
く
は
、
県
文
化
課
の
高
橋
信
武
氏
と
地
元
郷
土
史
家
小
野
喜
美
男
氏
に
よ
り
、『
動
物
考
古
学
』

第
二
号
・
三
号
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

う
せ
ゆ
ば
る

え
ん
き
ょ
う

も
ん
め

伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお寄せください。
ハート降るここのえ担当　阿部　征則
郵便の場合は、〒879－4895　九重町大字後野上８－１　九重町役場企画調整課まで

７月のハート降る♥ここのえ
隣
の
娘
さ
ん
に
教
え
ら
れ
た
こ
と

　
私
の
住
ん
で
い
る
隣
の
お
家
に
女
の
赤
ち
ゃ
ん
が

出
来
た
ァ
〜
。
嬉
し
い
話
題
が
飛
び
込
ん
で
来
ま
し

た
。
そ
の
頃
か
ら
こ
の
地
域
は
ガ
ラ
リ
と
雰
囲
気
が

変
わ
り
ま
し
た
。
女
の
子
が
居
る
こ
と
で
話
が
弾
み

ま
し
た
。
ま
る
で
自
分
達
の
孫
み
た
い
で
成
長
が
楽

し
み
で
し
た
。

　
そ
し
て
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
女
の
子
が
、
あ
れ
よ
あ

れ
よ
と
言
う
間
に
今
年
の
四
月
か
ら
中
学
生
に
な
り

ま
し
た
。
お
隣
な
の
で
入
学
前
に
制
服
姿
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
見
慣
れ
て
い
た
女
の
子
が
い

き
な
り
大
人
に
感
じ
ま
し
た
。

　
中
学
へ
入
学
し
て
一
カ
月
位
経
っ
た
頃
で
し
た
。

近
く
で
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
為
自
転
車
で
行
く
つ
も
り

が
雨
が
降
り
だ
し
た
の
で
困
っ
て
い
る
、
そ
の
話
を

聞
い
て
、
そ
れ
な
ら
私
が
送
っ
て
あ
げ
る
よ
と
、
助

手
席
に
乗
せ
て
い
ざ
会
場
へ
。
と
こ
ろ
が
駐
車
場
は

車
で
い
っ
ぱ
い
。
雨
は
降
る
し
・
・
・
ふ
と
目
に

入
っ
た
障
が
い
者
用
の
ス
ペ
ー
ス
が
空
い
て
い
た
の

で
、
こ
こ
で
降
ろ
そ
う
と
思
い
車
を
停
め
た
瞬
間
、

お
い
ち
ゃ
ん
、
こ
こ
は
障
が
い
を
持
っ
た
人
し
か
利

用
出
来
な
い
ん
よ
！
別
な
所
で
降
ろ
し
て
下
さ
い
と

の
事
。

　
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
空
い
て
る
か
ら
い
い
だ
ろ
う

と
安
易
に
取
っ
た
行
動
が
そ
の
子
か
ら
見
た
ら
「
こ

こ
は
絶
対
に
だ
め
だ
」
と
は
っ
き
り
伝
え
て
く
れ
た

の
で
す
。
一
瞬
ラ
ジ
オ
か
な
と
も
思
い
ま
し
た
。
し

か
し
正
に
今
送
っ
て
来
た
隣
の
女
の
子
で
し
た
。
何

と
か
別
な
所
で
降
ろ
し
た
後
、
帰
り
の
車
の
中
で
、

赤
ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
知
っ
て
い
る
だ
け
に
、
こ
の
子

が
良
い
事
、
悪
い
事
を
は
っ
き
り
言
え
る
迄
に
成
長

し
た
ん
だ
な
ァ
〜
と
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
自
分
自
身
の
取
っ
た
行
動
を
恥
じ
な
が
ら
、
何
と

も
言
え
な
い
清
々
し
さ
と
サ
ッ
パ
リ
し
た
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
老
よ
り
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●児童書・コミック
おおかみさんいまなんじ？　　　　　　　　中川ひろたか
精霊の木　　　　　　　　　　　　　　　　　上橋菜穂子
へいわとせんそう　　　　　　　　たにかわしゅんたろう
もったいないばあさんかわをゆく　　　　　　真珠まりこ
ねえさんといもうと　　　　　　シャーロット・ゾロトウ
かんたん！かっこいい！よく飛ぶウルトラ紙飛行機　長松康男　他
●一般図書
百万石の留守居役（文庫）１～１２　　　　　　上田秀人
死にがいを求めて生きているの　　　　　　　朝井リョウ
わたし、定時で帰ります。　　　　　　　　　　朱野帰子
百花　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川村元気
暁天の星　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉室麟
検事の信義　　　　　　　　　　　　　　　　　柚月裕子
うちの子が結婚しないので　　　　　　　　　　垣谷美雨
アタラクシア　　　　　　　　　　　　　　　金原ひとみ
きみまろ「夫婦川柳」傑作選３　　　　　綾小路きみまろ
全国作家記念館ガイド　　　　　　　作家記念館研究会編
20世紀ラテンアメリカ短篇選　　　　　　 野谷文昭編訳
大切なことは時を経ても変わらない　　　　　　吉沢久子

70歳のたしなみ　　　　　　　　　　　　　 坂東眞理子
女と男の微妙な話　　　　　　　　　　　　　　伊集院静
心配事がスッと消える禅の習慣　　　　　　　　松原正樹
やさしい Java　　　　　　　　　　　　　　　 高橋麻奈
渋沢栄一人生を創る言葉５０　　　　　　　　　　渋澤健
写真とデータでわかる平成時代１～４　　　時事通信社編
津田梅子Century Books　　　　　　　　　 古木宜志子
すごい副業　　　　　　　　　　　　　　　　　金川顕教
きょう、ほいくえんでね・・・！！保育士てぃ先生のつぶやき日誌　　てぃ先生
ナショナルジオグラフイックにわかには信じがたい本当にあったこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　デビッド・ブラウン
時間とお金、どうしてる？ふたり暮らしの育て方　主婦の友社編
気持ちをこめておにぎりパーティー　　　　　寺西恵理子
弱火調理で劇的においしくなる予約のとれない料理教室レシピ　水島弘史
知らなきゃ損する農家の年金・保険・退職金　　林田雅夫
地域おこし協力隊　　　　　　　　　　　　　　　椎川忍
はじめまして、ルート・ブリュック　ルート・ブリュック
いつも心に樹木希林　　　　　　　　　　キネマ旬報社編
韓国語まる覚えキーフレーズ４０　　　　　　　　張銀英
最強の英語発音ジム　　　　　　　　　　高山芳樹　　他

新刊・新着図書案内 ～夏休みですね。宿題に役立つ本をさがしに図書館へどうぞ！～

ほんの森７月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

●「おはなし会」は毎月第２土曜日　10時半～11時
　７月のボランティアグループは「チームそらまめくん」のみなさんでした。
　８月のボランティアグループは「スター」のみなさんです。（８月10日予定）
　外は暑い夏ですが、涼しい図書館の中で楽しい時間を過ごしませんか？
　お待ちしています！お

知
ら
せ

　　　　　　　　　　　本当に何気ない短いひとことでも、誰かに伝えたい「心に残る言葉」として活字になり
私たちのもとへ届けられる。それはやはり、その発言者が有名人だから、ということはあるかもしれないが、独
特の感性を持って長い間第一線でがんばってきて私たちを楽しませてくれた人たちだったから。
　昨年、今年とあいついで亡くなった３人の大女優。赤木春恵さん、市原悦子さん、樹木希林さん。
　様々なインタビューや、本人のエッセイ、トークショーでの言葉などなどが本の中に納められ、息づいてい
る。映像だけではなく、本を開くと彼女たちの言葉が私たちに語りかけてくれる。
　さて、ここでクイズです（唐突に）。図書館が所蔵している彼女たちの本の中からそれぞれの言葉を抜き出し
てみました。さて、誰の言葉かわかりますか？（答えは下に記載）

１．「えっ、私の話で救われる人がいるって？それは依存症というものよ、あなた、自分で考えてよ」。
２．「舞台やドラマの中の姑はきついことを言っているようでも、姑という存在そのものが、厳しい時代を生
き抜いてきた方々の大事な価値観、思いを代弁しているのではないかしら。」
３．「長いものには巻かれろ」「君子危うきに近寄らず」「くさいものには蓋をしろ」。この３つをよけると、
私の好きな広い道ができます。

　もちろん、図書館には、この３人の他にもたくさんの方々
の名言集・対談集などがあります。どうぞご自分にぴったり
の言葉に出会いにいらしてください。

女優の言葉

答え：１樹木希林「樹木希林120の遺言」より
　　　２赤木春恵「あせらず、たゆまず、ゆっ
　　　　くりと。」より
　　　３市原悦子「白髪のうた」より

６
月
の
お
は
な
し

会
で
読
ん
だ
本
で

す
。

６月のボランティアグループ
「ぷちトマト」によるおはな
し会の様子
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自然
学校
自然
学校

九重ふるさと九重ふるさと

８/12(月･祝)　バードコールづくり
ネジをうまく回して、鳥の鳴き声のような音を出せる道具を作ろう！
時　間：〈午前の部〉10:00～11:00
　　　　〈午後の部〉13:30~14:30
参加費：500円　　定員：各回10名

8/18(日)　月イチ！さとばる自然観察ウォ～ク
高原の草花や生きものを観察して、ひと足先に秋を感じよう！
時　間：〈午前の部〉10:30～12:00
　　　　〈午後の部〉13:30~15:00
参加費：200円　　※幼児無料　　定員：各回10名 マツムシソウ ▼

＊事務所移転しました＊
　ホタルの淡い光が飛び交う６月中旬、開校前から約15年間、私たちの活動拠点として多くの皆
さまにご来訪いただいた事務所を移転しました。
　新事務所は、旧事務所から車で約５分のところです。
　木漏れ日の揺れる木立と池のほとりに佇み、私たちが自然体験活動等を行う「さとばる」とつな
がる一体型のフィールドになりました。

　デッキのベンチで寛いだり、自然散策路で草原や雑木林、水辺の草花や野鳥観察などを楽しんだ
りと、九重の自然を存分にお楽しみいただけます。
　リニューアルした自然学校にぜひお越しください。お待ちしています！

池ごしに望む雄大なくじゅう連山 野鳥の声がこだまする庭。夜はホタルも

＜お問合せ先＞
　九重ふるさと自然学校　TEL：0973-73-0001　FAX：0973-79-3434
　＊新住所＊　九重町大字田野1726-408（九州芸術の杜・榎木孝明美術館近く）

体験プログラム参加者募集
【８月開催】
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●　暮らしの情報

■
と
　
き　
８
月
６
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
玄
関
フ
ロ
ア

■
協
　
力　
九
重
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

■
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６‐

３
８
３
８
）

　
「
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
は
、
平

成
元
年
に
開
催
さ
れ
た
全
国
健
康
福
祉
祭

お
お
い
た
大
会
の
精
神
と
成
果
を
引
き
継

ぎ
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
県
民
の
健
康

と
生
き
が
い
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
間
・
世
代
間
交
流
を
通
じ
て
ふ
れ
あ

い
と
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
を
推

進
す
る
も
の
で
す
。

■
主
　
催　
大
分
県
、
大
分
県
教
育
委
員

会
、
社
会
福
祉
法
人
大
分
県
社
会
福
祉

協
議
会

■
期
　
日　
主
日
程
：
９
月
22
日
㈰

■
参
加
資
格　
大
分
県
内
に
住
所
を
有

し
、
原
則
と
し
て
60
歳
以
上
の
方
（
令

和
２
年
４
月
１
日
現
在
）

■
申
込
方
法　
７
月
26
日
㈮
ま
で
に
種
目

別
参
加
申
込
書
、
健
康
に
関
す
る
誓
約

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
（
☎
７
６‐

３
８
２
１
）

■
と
　
き　
９
月
19
日
㈭

■
と
こ
ろ　
く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

・
大
分
県
内
の
市
町
村
に
居
住
の
方

・
身
体
障
が
い
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談

・
義
肢
、
装
具
、
車
い
す
等
の
補
装
具
の

支
給
を
受
け
た
い
方

・
補
装
具
が
処
方
ど
お
り
製
作
・
調
整
さ

れ
て
い
る
か
等
を
確
認
す
る
適
合
判
定

を
受
け
た
い
方

■
申
込
期
限　
８
月
30
日
㈮
（
要
予
約
）

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
（
☎
７
６‐

３
８
２
１
）

■
と
　
き　
８
月
22
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等
の
相
談
に
人
権

擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す

　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
役
所
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。

■
と
　
き　
８
月
14
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
野
上
公
民
館

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
予
約
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
総
務
省
大
分
行
政
監

　
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
３
３‐

１
１
０
０
）

■
と
　
き　
８
月
８
日
㈭
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内
　
容　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人

及
び
家
族
等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る

医
療
相
談

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所
地
域
保
健
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

　
■
と
　
き　
８
月
19
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 
Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
８
９
７
）

　
■
と
　
き　
８
月
１
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、

許
認
可
申
請
等

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
行
政
書
士
会

日
田
支
部
会
（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９

‐

４
６
６
４
）

■
と
　
き　
８
月
９
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
登
記
の
名
義
、
多
重

債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

■
そ
の
他　
原
則
予
約
不
要
（
予
約
優
先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

書
士
会
青
年
の
会
（
担
当　
大
野
）

　
☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と
　
き　
８
月
16
日
㈮

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

認
定
司
法
書
士
「
無
料
法
律
相
談
会
」

大
分
県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

行
政
相
談

障
が
い
巡
回
相
談

精
神
保
健
福
祉
相
談

（
こ
こ
ろ
の
相
談
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所
（
無
料
）

大
分
県
身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
会

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

第
30
回
記
念
豊
の
国
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

各
種
相
談
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お
知
ら
せ

試
験
・
講
習
会

警
察
官
採
用
試
験

狩
猟
免
許
試
験
（
第
１
回
）

狩
猟
免
許
更
新
講
習
会

自
死
遺
児
救
済
援
護
事
業

福
祉
と
保
育
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口

暮らしの情報　●

　　
昭
和
23
年
９
月
11
日
〜
平
成
８
年
９
月

25
日
ま
で
の
間
に
優
生
手
術
な
ど
を
受
け

た
方
で
、
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、「
旧
優

生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
」
に
基
づ
き
、

国
か
ら
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
大
分

県
で
は
、
不
妊
手
術
を
受
け
た
方
や
ご
家

族
の
方
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す

る
た
め
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
内
容　
旧
優
生
保
護
法
の
不
妊
手

術
に
係
る
ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら
の
相

談
。
手
術
を
受
け
た
方
に
対
す
る
一
時

金
の
支
給
な
ど
の
相
談
と
情
報
提
供
等

■
受
付
時
間　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
年
末

年
始
、
土
日
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口

【
電
話
番
号
（
専
用
）
】

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
７
６
０

【
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
専
用
）
】

　

Sodan12210@
pref.oita.jp

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
】

　
０
９
７‐

５
０
６‐

１
７
３
５

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
旧
優
生
保
護
法
相

談
窓
口
（
県
健
康
づ
く
り
支
援
課
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
７
６
０

　
■
と
　
き　
９
月
５
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
玉
沢
）

■
対
　
象　
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族

■
内
　
容　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

合
い
を
し
ま
す

■
参
加
料　
無
料
（
要
事
前
申
込
）

■
申
込
期
限　
８
月
29
日
㈭

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

６
２
９
０
）

■
と
　
き　
８
月
25
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ　
パ
ト
リ
ア
日
田

■
申
込
期
限　
８
月
23
日
㈮

■
そ
の
他　
参
加
無
料
・
入
退
場
自
由

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
９
７
３‐
２
４‐
７
０
２
６
）

　
大
分
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
で
は
、

大
分
県
の
補
助
を
受
け
、
自
死
遺
児
（
自

殺
に
よ
り
親
権
者
を
失
っ
た
児
童
生
徒
）

を
対
象
に
入
学
・
卒
業
祝
、
修
学
旅
行
費

補
助
等
の
援
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
　
象　
県
内
に
居
住
し
、
県
内
の

小
・
中
学
校
に
通
学
す
る
自
死
遺
児

■
そ
の
他　
亡
く
な
っ
た
親
権
者
の
性
別

等
に
関
係
な
く
、
援
護
金
を
受
け
ら
れ

ま
す
。（
亡
く
な
っ
た
親
権
者
が
、
生

計
を
担
う
者
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
問

い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
親
権
者
の
再
婚

や
養
子
縁
組
等
に
よ
り
新
た
に
両
親
を

得
た
者
は
除
き
ま
す
）

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
０
８
０
）

■
と
　
き

【
第
一
種
・
第
二
種
】
８
月
17
日
㈯

【
網
・
わ
な
】
８
月
18
日
㈰

■
と
こ
ろ　
日
田
総
合
庁
舎
（
日
田
市
）

■
受
付
期
間

　
７
月
23
日
㈫
〜
８
月
７
日
㈬

■
申
請
時
必
要
書
類　
写
真
、
医
師
の
診

断
書
、
返
信
用
封
筒

■
手
数
料　
県
の
施
策
に
よ
り
令
和
元
年

度
は
徴
収
し
ま
せ
ん

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

２
５
８
５
）

■
更
新
日
・
場
所

　
①
９
月
５
日
㈭　
日
田
総
合
庁
舎

　
②
９
月
10
日
㈫　
玖
珠
総
合
庁
舎

■
受
付
期
間

　
８
月
１
日
㈭
〜
８
月
16
日
㈮

■
申
請
時
必
要
書
類　
写
真
、
医
師
の
診

断
書
、
返
信
用
封
筒
、
有
害
鳥
獣
捕
獲

従
事
を
証
す
る
書
類

■
手
数
料　
免
許
毎
に
２
，
９
０
０
円

（
申
請
書
を
提
出
す
る
日
前
１
年
以
内

の
期
間
に
、
大
分
県
内
で
有
害
鳥
獣
捕

獲
に
従
事
し
た
者
は
、
県
の
施
策
に
よ

り
令
和
元
年
度
は
徴
収
し
ま
せ
ん
）

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

２
５
８
５
）

■
受
験
資
格

●
警
察
官
Ａ
：
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
（
４
年
制
以
上
）
を
卒
業
し
た

も
の
又
は
令
和
２
年
３
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
も
の
（
大
分
県
人
事
委
員
会

が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者
を

含
む
）

●
警
察
官
Ｂ
：
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降

か
ら
平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
（
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
４
年
制
以
上
）
を
卒
業
し
た
者
又
は

令
和
２
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

者
（
大
分
県
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者
を
含
む
）
は
受

験
で
き
ま
せ
ん
）

■
受
付
期
間

　
７
月
29
日
㈪
〜
８
月
22
日
㈭

■
第
一
次
試
験　
９
月
22
日
㈰

■
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
警
察
署
総
務
係

（
☎
７
２‐

２
１
３
１
）、
警
察
本
部
刑

務
課
採
用
係
（
☎
０
１
２
０‐

２
０
４

‐

１
１
０
）
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（敬称略）

宝 泉 寺

田 代

田 中

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

託

克哉

千郁

あだち　　　まひろ

ひの　　　 ゆたか

まつき　　 まさひで

６月１日～６月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

2
7
9
11

9,413  人
4,490  人
  4,923  人
3,904 　 

（＋　 ）
（－　 ）
（＋　 ）
（＋　 ）

有　吉　美喜夫
小　野　　　茂
佐　藤　　　哲
髙　倉　照　子
高　倉　隆　太
日　野　妙　子
㠶　足　ヨシ子
湯　浅　　　弘
吉　武　八重子

荻 釣 上
川 下 南
滝 上
中 巣
菅 原 本 村
北 恵 良 一
北 区
桐 木 二
前 辻 一

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

0

0

0

1

5

5

6

17

● 

病
　
院

７月

８月

21日
28日
4日
11日
12日
13日
14日
15日
18日
25日

73-2030
72-2143
72-1127
72-7100
72-2135
76-2711
72-6101
72-0330
72-2167
78-8811

北山田
春日町
塚 脇
山 田
春日町
恵 良
塚 脇
塚 脇
塚 脇
町 田

電　話住　所 医療機関名日月

0973-22-0075

0973-28-7688

0973-23-2228

72-0615

0973-22-7736

0973-22-3305

72-0421

日田市

日田市

日田市

玖珠町

日田市

日田市

玖珠町

★都合で変更する場合があります。

北山田クリニック
長内科小児科胃腸科医院
玖 珠 記 念 病 院
麻生消化器科内科
高 田 病 院
井 上 医 院
三池循環器内科クリニック
友成産婦人科医院
小 中 病 院
友 成（町 田）医 院

アペックス歯科

またけ歯科クリニック

中 村 歯 科 医 院

吉 武 歯 科 医 院

はたの歯科医院

井 上 歯 科 医 院

秋 吉 歯 科 医 院

2019 年７月・８月休日当番医
● 

歯
科
医

７月

８月

21日

28日

4日

11日

12日

18日

25日

電　話住　所 医療機関名日月

8

31

78

44

161

9

36

83

50

178

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2019・6月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

足立　眞昊

日野　豊禾

松木　將秀

　熱中症は、周りの温度に体が対応することができずに、体内の水
分や塩分のバランスが崩れ、体温の調整機能がうまく働かない事な
どが原因で起こります。
　熱中症の症状は、その度合いによってⅠ度からⅢ度までの３つに
区分されており、初期のⅠ度では、大量の汗、四肢のしびれやこむ
ら返りなどが症状として現れます。Ⅱ度になると頭痛や吐き気、虚
脱感などのいくつかの症状が重なって起こります。さらに症状が進
みⅢ度になると、意識障害や全身の痙攣などが起こり最悪の場合は
死に至ることもあります。
　Ⅰ度の症状が現れた人がいたら、すぐに涼しい場所へ連れて行
き、体を冷やしてあげましょう。スポーツドリンクなどの水分を与
える事も重要ですが、意識のハッキリしない人に無理に水分を与え
ると、誤嚥などの危険もあるので注意してください。それでも症状
の改善が見られない場合や、Ⅱ度やⅢ度の症状を起こしている時
は、すぐに病院を受診してください。
　熱中症は、梅雨が明けて急に暑くなる７月から８月にかけて、非
常に多く発生しています。暑い日には、こまめに水分を補給し、服
装を工夫するなどして熱中症を予防しましょう。

「熱中症を予防しましょう」

男

男

男

73
95
91
85
88
83
88
86
88

　私ごとですが、九重町に来て１年が過ぎ
ました。「いつの日か広報ここのえを通じ
てみなさんとつながりたい」と思っていた
夢が実現し、とても嬉しく思っています。
取材に行かせていただく中で、九重町のみ
なさんの温かさに触れ、「たくさんの人の
笑顔に支えられて仕事ができているなあ。
九重町に来てよかった。」と改めて感じま
した。私にとって九重町は夢を叶えさせて
くれる町です。九重町の素晴らしさをもっ
とたくさんの方に感じてもらえるように頑
張っていきます。　　　　　　　　Nana

編集後記 交通安全110

玖珠消防署：● 救急は119番  ☎72－2141　● 火災の確認は ☎72－5100

2

6

16

8

32



　
草
刈
り
機
の
性
能
は
ま
す
ま
す
よ
く
な
っ
て

軽
く
て
力
も
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
で
も
ご
高
齢
で
ま
だ
頑
張
ら
れ
て
い
る
文
雄

さ
ん
に
は
草
刈
機
は
重
く
の
し
か
か
り
ま
す
。

で
も
「
ま
だ
ま
だ
若
い
も
ん
は
負
け
ん
ぞ
」
と

い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
生
活
感
溢

れ
る
一
句
で
す
。

　
蝉
が
成
虫
と
な
っ
て
か
ら
地

上
の
命
は
短
い
。
幼
虫
で
地
中

で
の
生
活
は
数
年
な
い
し
十
数

年
と
か
。
樹
皮
に
産
み
付
け
ら

れ
た
卵
か
ら
孵
化
し
た
幼
虫
は

土
に
も
ぐ
り
木
の
根
を
吸
っ
て

成
長
。
幼
虫
は
さ
な
ぎ
と
な
り

地
中
か
ら
で
殻
を
脱
ぐ
。
少
年

時
代
そ
の
光
景
を
初
め
て
目
に

し
た
と
き
の
驚
き
は
忘
れ
難
い

も
の
が
あ
る
。

読 者 俳 句

令
和

元
年

７
月

17日
発

行
（

通
巻

758号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

企
画

調
整

課
〒

8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

７
月
号

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

　
茶
の
「
芯
」
は
、
ま
だ
葉
が
開
い
て
い
な
い
「
芽
」
の
状
態
の
葉
で
す
。
芯

と
そ
の
下
の
二
枚
の
葉
の
部
分
を
「
一
芯
二
葉
」
と
言
い
ま
す
。
生
ま
れ
た
て

の
と
て
も
柔
ら
か
い
部
分
で
す
。
映
像
が
浮
か
ん
で
き
そ
う
な
一
句
で
す
。

24広報ここのえ　2019.７月号

蝉
生
る
夢
の
色
し
て
幹
の
ぼ
る
　
　
　
　
山
口
　
青
邨

霧
の
朝
一
芯
二
葉
の
新
茶
つ
む

髙
倉　

直
人

　
「
和
尚
」
さ
ん
の
歩
幅
で
飛
び
石
を
作
っ
た
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
作
者

の
そ
の
着
想
が
成
功
。
尋
ね
た
寺
の
情
景
を
見
事
に
映
像
化
し
ま
し
た
。

飛
び
石
は
和
尚
の
歩
幅
夏
つ
ば
め

佐
藤
八
千
子

　
「
梅
雨
の
月
」
と
言
わ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
作
者
の
思
い
が
伝
わ
り
ま
す
。

「
月
の
夜
」
に
立
ち
尽
く
し
て
し
ま
う
鄙
の
里
（
ひ
な
び
た
郷
）
の
風
景
が
見

え
て
き
ま
す
。

梅
雨
月
夜
鄙
里
の
路
に
立
ち
尽
く
す

豊　
　
　

國

　
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
梅
雨
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ
華
や
か
に
咲
き
誇
り
ま
す
。

優
美
な
花
形
と
し
っ
と
り
と
し
た
風
情
が
魅
力
で
、
「
色
彩
の
魔
術
師
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
「
少
し
離
れ
て
」
の
中
七
の
フ
レ
ー
ズ
が
意
味
深
で
す
。

花
菖
蒲
す
こ
し
離
れ
て
歩
い
た
日

吉
光　

好
美

（
編
集
後
記
）
▽
庭
先
の
金
糸
梅
が
満
開
の
頃
、
ま
つ
さ
ん
の
末
娘
、
恵
子
さ
ん
が
わ
が
家
を
訪
れ
ま
し
た
。
手
に
は
句
集

『
続
々
末
の
娘
』
の
続
版
『
末
の
娘
終
焉
』
を
お
持
ち
に
な
っ
て
。
▽
少
し
の
時
間
、
私
た
ち
は
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。
▽
ま
つ
さ
ん
は
九
重
町
で
豆
腐
製
造
業
を
営
み
な
が
ら
他
方
面
で
は
地
域
の
お
世
話
。
特
に
婦
人
会
長
と
し
て

長
年
ご
苦
労
を
さ
れ
、
そ
の
後
は
女
性
で
初
の
議
会
議
員
に
立
候
補
さ
れ
る
な
ど
誰
に
も
で
き
そ
う
に
な
い
こ
と
を
い
と
も

簡
単
に
や
っ
て
の
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
晩
年
は
迷
う
こ
と
な
く
俳
句
の
道
を
ま
っ
す
ぐ
に
。
▽
ま
つ
さ
ん
の
そ
ん
な
生
き

方
に
共
鳴
を
し
、
多
く
の
人
々
が
大
き
な
「
ま
つ
」
の
木
の
下
で
雨
宿
り
し
ま
し
た
。
▽
そ
ん
な
ま
つ
さ
ん
の
生
き
方
に
学

び
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
も
迷
わ
ず
俳
句
の
道
を
真
っ
直
ぐ
に
進
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
共
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。
今
月
の
言
葉
を
噛
み
し
め
な
が
ら
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

絵
日
傘
や
思
い
出
遠
き
青
年
期

挨
拶
の
で
き
る
子
せ
ぬ
子
夏
の
朝

七
夕
や
八
十
路
に
向
か
う
願
い
言
葉

鯉
は
ね
る
波
紋
に
揺
れ
し
新
樹
蔭

似
た
ホ
ク
ロ
見
つ
け
て
孫
と
涼
み
台

水
羊
羹
家
族
の
分
を
切
り
分
け
る

空
梅
雨
の
雨
乞
い
ひ
と
り
老
農
夫

立
葵
石
垣
高
し
古
屋
の
庭

降
ら
ぬ
雨
空
を
見
上
げ
て
夏
蛙

百
歳
を
む
か
え
る
笑
顔
新
茶
の
む

左
世
美

律　

子

ヨ
ウ
子

泉　

渓

香　

澄

良　

子

文　

雄

チ
ズ
子

桐　

友

重　

吉

九
重
寿
大
学
︵
文
芸
部
︶
俳
句
ゼ
ミ

夏
草
や
背
な
に
重
た
き
草
刈
機

◇
六
月
句
会
の
高
点
句

　　　

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

ふ
る
さ
と
の
原
風
景　

生
活
編

ふ
る
さ
と
の
原
風
景　

生
活
編

佐
藤
　
文
雄

８
月
号
の
締
め
切
り
は
30
日
必
着
で
す
。
最
低
２
句
以
上
お
つ
く
り
に
な
り
、
ハ

ガ
キ
で
応
募
下
さ
い
。
字
あ
ま
り
や
季
重
な
り
な
ど
は
添
削
を
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
添
削
希
望
の
方
に
は
お
葉
書
で
返
送
さ
せ
て
戴
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宛
先　
九
重
町
役
場
・
企
画
調
整
課
）

　
今
月
は
、「
大
分
の
女
芭
蕉
」
と
も
言
わ
れ
た
駒
走
松
恵
さ
ん
こ
と
「
ま
つ
さ
ん
俳
句
」
の
紹
介
で
す
。

　
令
和
元
年
深
緑
の
季
節
、
百
一
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
現
代
俳
句
協
会
に
そ
の
名
を
残
さ
れ
た
ま
つ

さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
俳
句
大
会
で
大
賞
を
お
と
り
に
な
り
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
優
秀
な
作
品
を
残
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
特
に
印
象
深
い
一
句
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
句
を
手
に
し
た

と
き
、「
死
ぬ
力
？
」
そ
ん
な
も
の
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
つ
い
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
繰
り
返

し
拝
読
す
る
中
で
死
ぬ
力
の
内
面
に
は
、
だ
か
ら
こ
そ
「
生
き
る
力
」「
悔
い
な
く
生
き
抜
こ
う
」
と
い
う

魂
み
た
い
な
も
の
が
内
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
〈
生
涯
を
悔
無
し
町
の
花
蘇

芳
〉
こ
の
句
は
ま
つ
さ
ん
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
し
て
も
い
ま
す
。
花
蘇
芳
も
夏
の
蝶
も
ま
つ
さ
ん
ご
自
身

な
ん
で
す
。
現
代
俳
句
の
典
型
的
な
一
句
で
も
あ
り
ま
す
。
合
同
新
聞
読
者
俳
句
の
元
選
者
河
野
輝
暉
先
生

に
し
て
「
未
踏
の
モ
チ
ー
フ
だ
」
と
言
わ
れ
た
こ
の
句
は
永
遠
に
私
の
心
に
住
み
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

元
気
が
出
る
俳
句　

そ
の
⑧

死
ぬ
力
蓄
え
て
飛
ぶ
夏
の
蝶　
　
　
　

  

駒
走　

松
恵

蝉
生
る

せ
み
う
ま

ひ
な
ざ
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佳
作
　
十
席

佳
作
　
十
席

今月の言葉　　　　　　　なまけると空しい　一生懸命になると自分の非力がよくわかる

は
な
ず

お
う

や
そ
じ

し
ん
じ
ゅ
か
げ

き
ん
し
ば
い




